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佐世保市民にとって、石木ダムの公益性は決して高くない、これを伝えたくて公述人に

応募しました佐世保市の松本です。機会を与えていただきありがとうございます。 

 

石木ダム事業の公益性を考えるとき大前提となるのが佐世保市の水事情です。市長さん

や水道局長さんはいつも「佐世保市民は慢性的な水不足で苦しんでおり、それを解消する

には石木ダムしかない」と言われます。それが正しければ公益性は高いかもしれません。 

そこでまず、佐世保市は本当に水不足なのかということを、予断を持たずに考えてみた

いと思いますが、それについては、後ほど水問題の専門家の方が科学的に検証してくださ

ると思いますので、私からは素朴な市民感覚でお話させて頂きます。 

 

結論から言いますと、私は、水不足だとは思っていません。もちろん、水が豊富だとも

思いませんし、水道局の職員の皆さんが長い間ご苦労なさってきたことも知っています。

そのことには心から感謝しています。 

しかし少なくとも、「新たにダムを造らなければならないほどの水不足では決してない」と

私は思っています。 

私だけでなく周りの主婦の多くは水不足とは感じていません。なぜなら、私たちは、お

風呂もトイレも洗濯も、日常生活に困っていないからです。 

私たちは昨年夏、石木ダムについての街頭アンケートを行いました。 

市民１００人の方に聞きましたが、「水不足で困っていますか？」との問いに、９４％の人

が困っていないと答えました。 

 

その主婦の実感を裏付ける資料があります。 

このグラフをご覧下さい。 

これは給水量の実績値と予

測値です。緑の線が平均給水

量の実績値、青の線が最大給

水量の実績値です。ここ 10

年間でこんなに減っていま

す。平均給水量は一日に約１

万トン、最大給水量では２万

トンも減っています。 

一方赤の線を見てくださ

い。こちらは推計値です。（佐

世保市は、国の補助金を受け

るために、５年に一度石木ダ

ム事業の再評価をやって厚生労働省に提出しています。その時必ず、このような水需要の

予測を出すのですが、毎回かなり過大な増加傾向が示されます。そして、結果は毎回外れ

ています）これは５年前に出された予測ですが、昨年度のところを見てください。赤線の
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一日最大給水量実績値 100,8 94,90 96,18 93,61 89,13 93,21 92,44 85,66 82,41 82,35 80,24             

一日最大給水量推計値             103,9 104,4 105,2 106,1 105,7 107,0 107,5 108,4 109,2 109,5 111,4 

一日平均給水量実績値 82,51 81,79 81,55 81,67 79,09 79,80 79,36 76,56 74,27 72,49 71,15             
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佐世保地区給水量の実績値と推計値（平成１９年度再評価） 
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２３年度の予測は１０万５千トンほどですが、青線の実績は８万トンですよね。約２万５

千トンも外れてしまっています。佐世保市が出す予測はいつも現実を直視せず、希望的観

測に基づいた計算に終始しているのです。 

 

そして、給水量の減少については、リーマンショックの影響などが原因で、一時的なも

のだと言いますが、私はそうは思いません。理由の第一は人口減少だと思います。ここ１

０年間で給水人口は８０００人ほど減りました。

水を使う人が減れば使用量が減るのは当たり前

です。 

 

また、節水機器の普及も大きな要因です。こち

らのグラフをご覧下さい。 

これはトイレで用を足した後に使う水の量を示

したものです。１９７０年代初めごろ造られてい

た便器では、1 回につき約１６リットルの水が必

要でした。それが２０１０年頃にはなんとたった

の４リットル！以前の４分の１で足りるように

なったのです。トイレだけではありません。洗濯

機も節水型の開発が進んでおり、１０年前のもの

の半分ほどの水量で洗えるようになっています。

このように、人口も減り、節水機器も普及した結

果、どこの都市でも水需要は減っています。それ

が紛れもない現実なのです。 

 

そして、佐世保市の場合、これからもこの減少

傾向は加速すると思います。 

なぜなら、このグラフをごらんください。

グラフこれは昨年１月に九州経済調査

会が示した人口予測です。これによると、

佐世保の人口は２０３５年には２０１

０年の７３．６％に落ち込むと予想され

ています。つまり２５年間で今の４分の

３になるということです。その減少率で

２５年後の水需要を予測すると、最大で

も６万トンになってしまいます。もちろ

ん、それほど単純にあてはめることはで

きないでしょうが、かなり大きく減少す

ることは間違いないでしょう。今でさえ

水に不自由していないのに、これからは

ますます余裕が出てくると思います。 
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ではなぜ、佐世保市は水が足りないと言うのでしょう。 

それは、今保有している水源量を過小評価しているからです。 

 先ほど水道局からの説明の中で、佐世保市には７７，０００t しか水がないと言われま

した。それは真実ではありません。 

こちらをごらんください。これは、長崎県のサイト「石木ダムホームページ」に掲載さ

れている資料です。棒グラフで佐世保市の水源量を表しています。左が現況＝現在の状況

で、右が石木ダムが出来た場合の計画水量を示しています。現況の棒グラフの上に、１０

５，５００tと書かれています。佐世保には現在１０５，５００tの水源が有るということ

です。先ほど確認したように、

昨年度の給水量は最大で８万ト

ンでしたので１０万トン以上あ

れば十分おつりがきます。 

ところが、水道局はその中の２

８，５００tは不安定な水源だか

らと言って完全に無視をするよ

うになりました。安定水源の７

７，０００tしか無いと言うよう

になったのです。そして、石木

ダムを造って、４０，０００t の安定水源を確保すれば安心だ、というのが佐世保市の主

張です。ちなみに、不安定水源とは、「安定して取水できない河川表流水や湧水のことだそ

うです。 

 

 しかし、その不安定水源からは、昨日も今日も毎日取水されています。ずーっと昔から

取水され続けてきた慣行水利権の水なのです。決してゼロにはならないのです。それどこ

ろか、平成１９年度の渇水の時は、これらの不安定水源から、毎日１５，０００t～２５，

０００t もの水が取水されていました。ということは、最低でも１５，０００t は取れる、

頼りになる水源ということです。安定水源７７，０００t にこの１５，０００t を足せば、

９２，０００tになります。つまり、いま現在、最低でも９２，０００tの水源を佐世保市

は持っているのです。現在の必要量８０，０００tは十分満たしています。 

新たにダムなど造らなくても、今有る水源で賄えるということです。 

 

 

それにしても佐世保市は、どうしてこの大切な水を水源として認めないのでしょう？ど

うして川の水よりダムの水を求めるのでしょう。 

ダムの水も渇水になれば減る一方です。日照りが続けば、ダム湖も干上がります。しか

し、川が干上がることはめったにありません。流量は減っても川は流れ続けます。その水

は、何年も前に降った雨水が大地にしみ込み、地下を旅して再び地上に出てきた水だから

です。 

 



森は緑のダムと言われます。人間が造ったコンクリートのダムは自然を傷つけ、生態系

を破壊し、数十年かせいぜい１００年で使い物にならないコンクリートの粗大ゴミとなり、

その時は再び巨額の費用を投じてダムを撤去しなければならなくなります。しかし緑のダ

ムは、人間が森を破壊しないかぎり、永遠に水を提供し続けてくれます。しかも、無償で

提供してくれます。 

 

昨年、日本で初めてのダム撤去が熊本の荒瀬ダムで始まりました。２９億円かけて造ら

れたダムが今、８１億円という大金をかけて、６年がかりで撤去されようとしています。

それは、清流球磨川の水が汚され、鮎漁が衰退して人口が減り、水害はかえって増え、ヘ

ドロの悪臭などダムによる被害に耐え切れなくなった住民の強い要望があったからです。 

私たちもこのような事例を教訓として、目先のことだけを考えず、未来を見据えた対策

を考えるべきではないでしょうか。 

 

 もう一つ、気になることがあります。右側の赤い数字を見てください。 

今現在佐世保市は川棚川から安定水源として１５，０００t 取水させてもらっています。

しかし、石木ダムを造ったら、毎日４０，０００t が新たに取水出来、現在の１５，００

０tと合わせて５５，０００tが確実に取水できるというのです。そんなことをして大丈夫

でしょうか？一日４０，０００t も取水が増えるということは、年間にすると１４６０万

トンの水が、大村湾に流れ込まなくなるわけです。大村湾への影響が懸念されます。 

大村湾は極端に閉鎖的な内海で、川の影響を受けやすいと言われています。郡川に萱瀬

ダムができて以来、大村湾へ流れ込む水量が減り、大村湾の水質が悪化したときいていま

す。今また、川棚川からの水も減ってしまえば、大村湾の生態系がどうなるのか大変心配

されるところです。 

 

 

しかし市民の中には、やはりもう少し水を確保したいとおっしゃる方々がいます。佐世

保市の経済発展のために企業を誘致したい、そのためには余裕ある水源が必要と考える

方々や、過去の大渇水の時の苦労がトラウマになっている方々などです。その方々には、

一つの代替案を提案したいと思います。 

 

佐世保市の北部には佐々川という川が流れています。佐々川は長さも流域面積も川棚川

をやや上回る２級河川としては県内トップの川です。 

この佐々川から日量５０００t、薦田ダムの集水用として認められた水利権が佐世保市に

はあるのですが、なぜかこれがほとんど取水されていません。渇水時だけ取水されていま

す。佐世保市が本当に慢性的な水不足なら、どうして常時取水しないのでしょうか。 

 

そして、集水用としての５千トンではなく、独立した水源として１万トンくらい取水で

きれば、現状に不安を感じている方々にも安心してもらえると思います。しかし、そのこ

とをお願いしても、河川管理者の長崎県はそれを認めようとしません。佐々川にはすでに

たくさんの水利権が張り付いていて、新たに水利権を与える余裕はないというのです。 



しかし、調べてみますと、既得水利権の中には実際に使用されていない、いわゆる遊休

水利権がいろいろありました。例えば、佐々町の「東部かんぱい」が有する水利権は２３，

２００t もありますが、ほとんど利用されていません。過去１０年間で取水されたのは、

たった３６日だけです。残りの日はすべてゼロです。しかも取水された日も平均で３，３

００tほどです。どう考えても、２万トンほどの余裕があります。 

 

厚労省はダムの代替案の一つとして水利権の転用を上げています。現在の水利権を見直

して、使われていないものは必要とするところへ転用すべきというものです。これが佐々

川で実行されれば、石木川流域を犠牲にしなくてもすみます。里山の豊かな環境を守りそ

こに暮らす人々の生活を守ることができます。 

佐世保市が本当に市民の利益を考えるなら、佐々川の水利権を増やすための努力をする

べきです。それをしないのは、水不足解消が目的ではなく、ダム建設そのものが目的化し

ているように思えてなりません。それが誤解であることを願っています。 

 

 

 さて、多くの市民にとって、最大の関心事は、コストです。 

ダムを造るには莫大な費用がかかりま

す。石木ダムの場合、総事業費２８５

億円の３５％が佐世保市の負担ですか

ら、それは約１００億円にものぼりま

す。 

しかし、それだけではありません。

ダムからの水を取水し、それを佐世保

まで導水し、その水をきれいに浄水す

るなどあらゆる施設設備を造らなけれ

ばなりません。他にも諸々の関連費が

生じるでしょう。 

そこで水道局にお尋ねします。これ

らの費用、いわゆる石木ダム関連事業費の総額は一体いくらなのでしょうか。そして、そ

のうち佐世保市が負担するのはいくらですか？またその中の、水道局の負担分はいくらで

すか？数字だけでけっこうですので明確にお答えください。 

 

ありがとうございました。 

総額は３５０億円で、そのうち２９８億円！が佐世保市の負担だそうです。市民にとって

はたいへん重い負担です。一世帯あたり３０万円に近い負担となります。しかも水道局の

負担だけでも２４５億円だそうで、これだけの負担金はどうやって処理されるのでしょう

か？やはり水道料金の値上げでしょうか？３年前に水道料金の値上げをしたばかりですか

ら、市民の納得はなかなか得られないでしょう。そのときはまた市の一般会計から援助を

求めるのでしょうか？いずれにしても、それは私たち市民のお財布から出ていくものです。

税金としてとられるか水道料金としてとられるか、その違いだけです。 

合計 

３５３

ダム負担金 

１００億 

関連事業費 

２５３億 

（施設設備費等） 



 

５年半ほど前、野村総研が出した「２０４０年の日本の水問題」というレポートがあり

ます。そこには、このように書かれていました。 

「人口減少社会の到来に伴い、水需要は減少します。そして、2040年には上水道の需要

は現在の約半分から 4 分の 3 に減少する可能性があります。需要が減少し水道収益が減少

すると、水道事業者の収益悪化をもたらします。もし、このような水道事業の危機を水道

料金の値上げでカバーするとなると 2040年時点で、水道料金は、現状の 1.3倍～2.7倍に

なると推測されます。」 

 

これは一般論です。佐世保市の場合もっと厳しい事態が予想されます。佐世保の水道施

設は大変古いものが多く、漏水の原因ともなっています。施設設備の更新にはやはり莫大

なお金がかかるでしょうが、これは避けて通れません。石木ダム計画から撤退すれば、施

設の改築や補修、漏水対策にお金が回せます。水もお金も限りあるものです。今有る中で

やりくりする、そのような方針転換を図るべきです。何を取って、何を捨てるか、佐世保

市も私たち市民もよく考えるべきです。いつまでも石木ダムに縛られるのは、水道局にと

っても不幸なことだと思います。 

 

私たちは、２年前の３・１１で、自然の猛威を思い知らされました。そして人間の愚か

さも思い知りました。福島では未だに１５万人の人が避難生活を送っていますが、宮城や

岩手の復興も進んでいません。津波で破壊された海岸線がそのままです。復興が進まない

理由は、公共事業だそうです。いま全国各地で新たな公共事業が増えてきたので、復興予

算は降りても、被災地で働いてくれる派遣労働者が減ったのだそうです。先日ＮＨＫスペ

シャルの番組の中で、現地の方が嘆いていました。今は被災地が一日も早く日常生活を取

り戻せるよう、お金も人も物も投入すべき時だと思います。 

 

そしてトンネル崩落事故などでわかったように、かつて右肩上がりの時代に造ったあらゆ

る建造物がいま老朽化しています。これからは補修や改修に莫大な予算を充てねばならないで

しょう。古い危険なダムの撤去も、これからどんどん増えていくでしょう。造る以上のお金がかかり

ます。新たなダム建設などは、よほどの切迫した状況でもなければ認められないはずです。 

少なくとも石木ダムは、その例ではありません。 


